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Research Summary 

・ATP 加水分解と共役した重合と脱重合により細胞運動を駆動するアクチン分子につ

いて、ATP 加水分解、張力印加、pH 変化を入力とした誘電・圧電アロステリー（誘

電的、圧電的性質に起因した分子内遠方での分極）を発見した。 

・疎水表面周りの水の局所誘電率分布について、水分子がもつ電気双極子の長距離相関

を考慮した厳密な表式とより近似的な表式それぞれで得られる結果を比較すること

で、いずれの表式においても系の誘電的性質を捉えることができることを発見した。 

・イジングマシンを用いた組合せ最適化技術をアロステリック経路探索に応用するた

め、経路探索の目的関数をイジングモデルのハミルトニアンで表現した。この目的関

数をイジングマシンによって最小化し既知の経路を探索することに成功した。 

 

 


